
1月16日(土)受検者数は51名（前回46名）📖
当日は久慈・宮古・大船渡（3会場）に分かれて同時刻での開始！ 60分間で三陸ジオパークに関する50の問
題にチャレンジして頂きました。 広大なエリアにジオサイトもたくさんありますので どんな問題が出るのか予想しき
れません。 過去問をしっかりやっても同じ問題が出るとは限らないので 毎回楽しみな方もいらっしゃるかもしれな
いですね⁉ どなたでもチャレンジできますので 次回をお楽しみに！

Sanriku-geopark 第 6７号
R3年２月号

三陸ジオパーク推進協議会

ジオだより
【地球の恵み】 三陸の産業

三陸ジオパークのエリアにある 造り酒屋をたずねて

～三陸の名水と酒蔵の関係～

今月号では 地域の産業の一つで ちょうど今 仕込み時期を
迎えている「酒造り」を取り上げてみたいと思います。
日本列島の特徴の一つとして 「大地の多様性」があります。世
界から見たら とても狭い国土に多くの山や谷、峠や滝、川があり、
いろいろな地形・地質がギュッと詰まっています。角度があって幅
の細い川を流れてくる日本の水は、大地から鉱物の成分を取り込
む時間が短いので 軟水～中硬水となるのだそうです。
そしてこの多様性が一番具体的に現れてくるのが「酒」で、全国
各地に自慢の地酒があります。これほど沢山の酒がある国は珍し
いそうです。
水は日本酒の80％を占めている成分なので、どんな水を使うか
によって仕上がりが大きく変わります。さらにいえば、良い米を作る
にもおいしい水が重要です。日本酒のおいしさを突き詰めると「水」
に行きつくことから、「酒造り」とジオは深い関わりがあります。

《震災時に使われた命の水》

《名水の地に酒蔵は集まる》

沿岸地域では被災し全壊した酒蔵も多かっ
たのですが こちらの天然の湧水は枯れるこ
となく湧き続け、断水が復旧するまでつない
だ地域の人々の命の水でした。

酒造りに必要な要素は大きく4つあり、
1.良質な原料が得られること
2.杜氏・蔵人などの人員を確保できること
3.酒造りに適した気候
4.良質で大量の水を得られること
そのため、名水の地に酒蔵が多く集まると
言われています。

三陸ジオパークのエリアには 数多くの名水・湧水が存在します。
古くからその土地で造られ続けている酒は、まさに［ジオの恵み］。
地域によって違う味わいが楽しめるのも 酒造りに使われる水の成
分や硬度にそれぞれ特徴があるからです。 三陸ジオの名水と酒
蔵を是非味わってみませんか！
〇八戸市 蟹沢地区の「かんじゃの水」 （階上岳山嶺の降水

が浸透し湧水になったもの）⇒ 八戸酒造（株）
〇久慈市 山形町の名水清水川の源流水⇒（株）福来
〇岩泉町 龍泉洞の水⇒泉金酒造（株）
〇宮古市 地元の湧水⇒(株）菱屋酒造店
〇釜石市 北上山系仙磐山伏流水 仙人秘水⇒(株)浜千鳥
〇大船渡市 氷上山の伏流水⇒酔仙酒造（株）
〇気仙沼市 鹿折地区の「荒神湧水」⇒(株)男山本店

《菱屋酒造さんを訪問》 (岩手県宮古市）

ジオサイト「浄土ヶ浜」の近くにある菱屋酒造さんは、1852年(嘉永5年）
創業から 宮古の自然からの恵みを大切にし 代々酒蔵を守り続けています。
少し離れた小高い山から酒蔵まで湧水を引いてきているとのこと。 特に名前
がついている水ではないそうですが、酒造りに使われるほどの良質な水がとて
も身近にあることに感謝されておりました。酒米の品種と精米の歩留まりによっ
て いろいろな種類の酒ができるのだそうです。
＊見学は ほぼいつでも可能とのこと⇒事前にお問合せ下さい 📞0193(62)3128

仕込み時期でお忙しいところでの訪問で
したが 酒蔵まで見学させていただき
ありがとうございました。

湧水の源泉はもう少し上にある
そうです。 残雪で足元が良く
なかったため、途中にある中継
地点までご案内下さいました。

(各社の公式HPより）



編集後記
「ジオの恵み」 シリーズになりそうですが、その地域の
産業を考えて見れば 当然ジオのつながりがあります。
自然にそこにあるものであったり、その地形やその気候でな
ければできないもの なんですね。 その起源をたどれば
その昔はああだった こうだったの話になるので 歴史もす
ごくよくわかります。 だから「ジオ」って面白い！ なるほど
納得！ なのです。 あなたの身近にある「ジオ」を探して
みませんか？ ～ と ～

三陸ジオパーク推進協議会

〒027-0072
岩手県宮古市五月町１－２０

宮古地区合同庁舎２階
TEL:0193-64-1230 FAX:0193-64-1234

info@sanriku-geo.com

https://sanriku-geo.com/

三陸ジオパーク 現地推進員のコーナー
毎月、いろいろな情報をお知らせいたします。どうぞお楽しみに！ （今回の記者：里舘 徹／宮古配置）

ジオサイト山田湾と牡蛎のお話し

三陸ジオパークの中央に位置する山田湾は

口を閉じた巾着のような形で、周囲約30㎞
のほぼ円形に、内は穏やかな海面となって
います。「鏡のような」という形容詞で表
されることも多く、その中に浮かぶ大島
（オランダ島）と小島は、まさに箱庭を思

わせるような景色として広がっています。

オランダ島は全体が赤松などの樹木に覆わ

れ、白砂青松のすばらしい自然が残ってい
ます。無人島の「オランダ島」という名は、
寛永20年（1643年）にオランダから来航し
たブレスケン号が水と食料を求めてこの島
付近に錨を下したことに由来します。

山田湾の成り立ちは約200万年前の氷河期

まで遡ります。海面が今より200ｍも低かっ
たため、海岸線は遥か東の大陸棚まで後退
していました。１万年前になると氷河期が
終わり海面が上昇しました。その頃に山田
湾内にも海水が入ってきたと考えられてい
ます。その後、日本列島は大陸とともに隆
起を始め 現在の形になってきたそうです。

大沢ふるさとセンター敷地内には過去

の津波被害を伝える「津波記念碑」が
建っています。三陸沖は太平洋プレート
の沈み込みに伴う地震・津波の多発地帯
であり、太古の地層にも大津波の記憶が
残されています。
この場所からは山田湾とそこに浮かぶ

カキ棚を一望することができ、地形や海
産物の恵みを望むことができます。

湾には３つの川が流れこんでいます。

豊富な栄養素が湾に注ぐことでプランク
トンが発生し、牡蛎やホタテが良く育ち
ます。冬から春にかけて「カキ小屋」が
オープンして沢山の観光客が訪れます。
また町内のうどん店（釜揚げ屋）内に

浜焼きコーナーもオープンしました。ジ
オサイトの見学の際は、是非三陸の海の
恵みを味わって下さいね。
また山田町には色々な体験メニューが

あります。一度チャレンジしてみては？

山田湾とオランダ島

津波記念碑 カキ小屋

浜焼き 漁業体験

[山田町三陸ジオパークガイドブックより抜粋]


